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(54)【発明の名称】 電子内視鏡

(57)【要約】
【目的】  消費電力が少なく内部電源による長時間使用
が可能な電子内視鏡を得る。
【構成】  電子画像を得るための撮像手段と該撮像手段
を駆動する電源を備える電子内視鏡において、電源と撮
像手段の間に設けた、該電源から撮像手段への給電をオ
ンオフする給電切替手段；電子内視鏡の使用状態と非使
用状態を検知する検知手段；及び、この検知手段による
検知結果が使用状態のときには、給電切替手段を介して
撮像手段へ給電させ、非使用状態のときには、該給電切
替手段に撮像手段への給電を遮断させる制御手段；を設
ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電子画像を得るための撮像手段と該撮像
手段を駆動する電源を備える電子内視鏡において、
前記電源と前記撮像手段の間に設けた、前記電源から前
記撮像手段への給電をオンオフする給電切替手段；電子
内視鏡の使用状態と非使用状態を検知する検知手段；及
びこの検知手段による検知結果が使用状態のときには、
前記給電切替手段を介して前記撮像手段へ給電させ、非
使用状態のときには、前記給電切替手段に前記撮像手段
への給電を遮断させる制御手段；を備えたことを特徴と
する電子内視鏡。
【請求項２】  請求項１記載の電子内視鏡は、更に、前
記電源により駆動され、前記撮像手段から出力される電
子画像信号に文字情報を与える文字情報付与手段を備
え、前記給電切替手段が前記電源から前記文字情報付与
手段への給電をオンオフし、
前記制御手段が、前記検知手段による検知結果が使用状
態のときには、前記給電切替手段を介して前記文字情報
付与手段へ給電させ、非使用状態のときには、前記給電
切替手段に前記文字情報付与手段への給電を遮断させる
ことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項３】  請求項１または２記載の電子内視鏡にお
いて、該電子内視鏡は、電子画像を表示または記録する
画像処理装置に対し分離して観察対象内に挿入される遠
隔挿入体であることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項４】  請求項１ないし３のいずれか１項記載の
電子内視鏡において、前記検知手段による検知結果が非
使用状態のときには、前記制御手段は、給電切替手段に
撮像手段への給電を遮断させるとともに省電力動作モー
ドに入ることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項５】  請求項１ないし４のいずれか１項記載の
電子内視鏡において、前記検知手段は、電子内視鏡の外
面へ加わる圧力を検知する感圧式センサであることを特
徴とする電子内視鏡。
【請求項６】  請求項１ないし４のいずれか１項記載の
電子内視鏡において、前記検知手段は、電子内視鏡周囲
の温度を検知する温度センサであることを特徴とする電
子内視鏡。
【請求項７】  電子画像を得るための撮像手段、前記撮
像手段による撮像を制御する制御手段、及び前記撮像手
段と前記制御手段を駆動するための電源を備える電子内
視鏡において、
前記電源からの給電経路を撮像手段給電系と制御手段給
電系に分け、制御手段給電系に電子内視鏡の使用状態と
非使用状態を検知する検知手段を設け、
この検知手段による使用状態では、前記制御手段が前記
撮像手段給電系への給電を許容し、非使用状態では、前
記制御手段が前記撮像手段給電系への給電を遮断させる
ことを特徴とする電子内視鏡。
【請求項８】  請求項７記載の電子内視鏡は、更に、前
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記電源により駆動され、前記撮像手段から出力される電
子画像信号に文字情報を与える文字情報付与手段を備
え、前記電源から前記文字情報付与手段への給電経路が
前記撮像手段給電系から分岐されることを特徴とする電
子内視鏡。
【請求項９】  請求項７または８記載の電子内視鏡にお
いて、前記検知手段による非使用状態では、前記制御手
段は、前記撮像手段給電系への給電を遮断させるととも
に省電力動作モードに入ることを特徴とする電子内視
鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】本発明は、電子内視鏡に関する。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】近年、電子内視鏡として、
内視鏡本体部の全体を体腔内に飲み込んで観察を行うカ
プセル型内視鏡や、操作部などの形態は従来の内視鏡と
同様でありながら内視鏡本体部と画像処理装置の間を有
線接続しておらず、両者間の通信や観察画像の伝送を無
線で行うコードレス型内視鏡が提案されている。こうし
たカプセル型内視鏡やコードレス型内視鏡は、画像処理
装置から電源を供給しにくいため、通常は内視鏡本体の
内部に電源が設けられており、この内部電源によってイ
メージセンサ、制御回路やその周辺ＩＣ等を駆動してい
る。しかし、これらの電気部品は、内視鏡の非使用時に
も待機用の電力を消費しており、内部電源の寿命を短く
する原因となっていた。
【０００３】
【発明の目的】本発明は、消費電力が少なく内部電源に
よる長時間使用が可能な電子内視鏡を提供することを目
的とする。
【０００４】
【発明の概要】本発明は、電子画像を得るための撮像手
段と該撮像手段を駆動する電源を備える電子内視鏡にお
いて、電源と撮像手段の間に設けた、該電源から撮像手
段への給電をオンオフする給電切替手段；電子内視鏡の
使用状態と非使用状態を検知する検知手段；及び、この
検知手段による検知結果が使用状態のときには、給電切
替手段を介して撮像手段へ給電させ、非使用状態のとき
には、該給電切替手段に撮像手段への給電を遮断させる
制御手段；を備えたことを特徴とする。
【０００５】本発明の電子内視鏡は、更に、電源により
駆動され、撮像手段から出力される電子画像信号に文字
情報を与える文字情報付与手段を備え、給電切替手段が
電源から文字情報付与手段への給電をオンオフするよう
にし、検知手段による検知結果が使用状態のときには、
制御手段が給電切替手段を介して文字情報付与手段へ給
電させ、非使用状態のときには、制御手段が給電切替手
段に前記文字情報付与手段への給電を遮断させてもよ
い。
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【０００６】本発明は、電子画像を表示または記録する
画像処理装置に対し分離して観察対象内に挿入される、
遠隔挿入体タイプの電子内視鏡に好適である。
【０００７】制御手段は、検知手段による検知結果が非
使用状態のときには、給電切替手段に撮像手段への給電
を遮断させるとともに省電力動作モードに入ることが好
ましい。
【０００８】検知手段は、例えば、電子内視鏡の外面へ
加わる圧力を検知する感圧式センサとするとよい。ある
いは、検知手段を、電子内視鏡周囲の温度を検知する温
度センサとすることも可能である。
【０００９】本発明はまた、電子画像を得るための撮像
手段、撮像手段による撮像を制御する制御手段、及び撮
像手段と制御手段を駆動するための電源を備える電子内
視鏡において、電源からの給電経路を撮像手段給電系と
制御手段給電系に分け、制御手段給電系に電子内視鏡の
使用状態と非使用状態を検知する検知手段を設け、この
検知手段による使用状態では、制御手段が撮像手段給電
系への給電を許容し、非使用状態では、制御手段が撮像
手段給電系への給電を遮断させることを特徴とする。
【００１０】この電子内視鏡は、更に、電源により駆動
され、撮像手段から出力される電子画像信号に文字情報
を与える文字情報付与手段を備え、電源から文字情報付
与手段への給電経路が撮像手段給電系から分岐されても
よい。
【００１１】この態様の電子内視鏡では、制御手段は、
検知手段による非使用状態において、撮像手段給電系へ
の給電を遮断させるとともに省電力動作モードに入るこ
とが好ましい。
【００１２】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の一実施形態であ
る電子内視鏡の電気制御系統、特に電源回路の要部を概
念的に示している。同図の内視鏡は、手でグリップ部を
把持して使用するが、画像処理装置とは有線接続されて
いない、いわゆるコードレス内視鏡（遠隔挿入体）であ
る。このコードレス内視鏡は、内部に独立した電源とし
て電池１０を備え、この電池１０からは、電源回路とし
て制御手段給電回路（制御手段給電系）１２と撮像手段
給電回路（撮像手段給電系）１４が延出されている。
【００１３】制御手段給電回路１２上には変圧用のＤＣ
／ＤＣコンバータ１６が設けられ、電池１０から制御手
段給電回路１２を経由する本線電源は、このＤＣ／ＤＣ
コンバータ１６を介してマイコンユニット（制御手段）
１８及びクロック２０の電源となる。マイコンユニット
１８は、クロック２０により与えられるパルスに基づき
電子内視鏡全体の制御を行うものである。また制御手段
給電回路１２上には、センサ（検知手段）２２が設けら
れている。センサ２２は感圧式（圧電）センサであり、
電子内視鏡の外面への圧力の作用を検知することができ
る。センサ２２の検知信号はマイコンユニット１８へ信
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号が送られる。本実施形態では、センサ２２は、コード
レス型内視鏡のうちユーザが把持するグリップ部に設け
られている。
【００１４】一方、撮像手段給電回路１４上にはレギュ
レータ（給電切替手段）２４が設けられており、電池１
０からイメージセンサ２６、キャラクタジェネレータ２
８及びロジックＩＣ３０への給電は、該レギュレータ２
４を介して行われる。レギュレータ２４は、イメージセ
ンサ２６、キャラクタジェネレータ２８及びロジックＩ
Ｃ３０に対し給電する態様と給電を遮断する態様とに切
替可能なイネーブル機能を有しており、このレギュレー
タ２４の給電オンオフはマイコンユニット１８により制
御される。イメージセンサ２６は、ＣＭＯＳイメージセ
ンサ等のイメージセンサであり、不図示の撮影光学系か
ら入射する光を電荷あるいは電圧に変換し、電子画像信
号（映像信号）として電子内視鏡の外部に出力する。ま
た、キャラクタジェネレータ２８は、ロジックＩＣ３０
により制御されてイメージセンサ２６から出力される電
子画像信号に文字情報を与える。すなわち、イメージセ
ンサ２６、キャラクタジェネレータ２８及びロジックＩ
Ｃ３０は、観察対象の電子画像を得るための撮像手段お
よび文字情報付与手段として機能する。本実施形態では
図示していないが、内視鏡システムは、図１に示す電子
内視鏡本体とは別に、モニタや画像用メモリを含む画像
処理装置（プロセッサ）を備えている。電子内視鏡から
出力された電子画像信号は、画像処理装置により受信さ
れ、画像処理装置において例えばＡ／Ｄコンバータによ
りデジタル変換され、このデジタル電子画像データ等の
電子画像データは、記録媒体に記録したり、モニタに表
示することができる。
【００１５】さらに図示していないが、電子内視鏡内に
は照明用の光源が設けられている。この光源も撮像手段
給電回路１４上に配されており、マイコンユニット１８
が制御するレギュレータ２４による給電オンオフ制御を
受ける。
【００１６】以上の電子内視鏡の電源管理の態様を図２
を参照して説明する。この電子内視鏡では、センサ２２
によってグリップ部に対し一定時間以上に亘り所定値以
上の圧力が検知されない場合には図２の待機モードに入
る。待機モードへの切り替えはマイコンユニット１８の
制御によって行われ、まずマイコンユニット１８は、撮
像手段給電回路１４側の電気部品への給電を遮断するべ
くレギュレータ２４に命令を出す。すると、該レギュレ
ータ２４によってイメージセンサ２６、キャラクタジェ
ネレータ２８及びロジックＩＣ３０への電源供給が絶た
れて、パワーダウン状態となる（Ｓ１）。その結果、電
子内視鏡における電力消費が減少する。つまり、本発明
では待機モードは節電モードと言える。続いて、マイコ
ンユニット１８自身もスリープモード（省電力モード）
に入る（Ｓ２）。スリープモードは、撮像に関する制御
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は行わないが、センサ２２など制御手段給電回路１２側
の電気部品からの信号入力は受け付ける状態であり、消
費電力は通常より少なくなる。
【００１７】以上の待機モードではセンサ２２は機能し
ており、電子内視鏡（グリップ部）の外面に圧力が加わ
ったか否かが継続的にチェックされる（Ｓ３）。外面に
所定値以上の圧力が作用しないということは、電子内視
鏡がユーザによって把持されていない、すなわち使用さ
れていないと判断できるので、待機モードが維持される
（Ｓ３：ＯＦＦ）。一方、センサ２２により所定値以上
の外面圧力が検知されれば（Ｓ３：ＯＮ）、ユーザが把
持して使用状態になったと判断できるので、マイコンユ
ニット１８は待機モードを解除して使用モードに切り替
える。使用モードに入る際には、まずマイコンユニット
１８自身がスリープモードを解除して、撮像も制御する
フル動作モードになる（Ｓ４）。続いて、マイコンユニ
ット１８がレギュレータ２４に命令を出し、撮像手段給
電回路１４側の撮像手段（イメージセンサ２６、キャラ
クタジェネレータ２８及びロジックＩＣ３０）に電源供
給がなされる。この状態になると、通常の撮像が可能に
なる。
【００１８】電子内視鏡が使用モードに切り替わった後
も、センサ２２による内視鏡外面の感圧チェックは続い
ており、マイコンユニット１８はセンサ２２により所定
値以上の圧力が検知されているか否かを一定時間毎にチ
ェックする（Ｓ６）。その結果、圧力付与の継続が確認
されれば（Ｓ７：ＯＮ）、電源供給の制限は行わずに電
子内視鏡の使用モードを維持する。一方、再び圧力付与
が停止された場合には、ユーザが使用していない状態に
なったと判断できるので、再び前述の待機モードに入る
（Ｓ７：ＯＦＦ）。
【００１９】図３は、図１と異なる電子内視鏡の第２実
施形態を示している。この実施形態では、電池１０から
制御手段給電回路１２と撮像手段給電回路１４へ分岐す
る前にＤＣ／ＤＣコンバータ３２が配されている。この
配置は、制御手段給電回路１２側と撮像手段給電回路１
４側への供給電圧が共通である場合に有効である。
【００２０】以上のように、前記実施形態の電子内視鏡
では、ユーザが把持していないと判断される状態が一定
時間以上継続すると、使用モードへの復帰の可否チェッ
クに必要な一部機能を残し、他の電気部品への電源供給
を停止した節電モードになるので、待機状態が長くても
無駄な電力消費を少なく抑えることができ、内部電源に
よる長時間の使用が可能になる。
【００２１】また、実施形態では、節電モードに入るか
否かの判断を感圧式センサの検知によって行っている。
センサの種類としては、熱源、音源、光源など様々な対
象を検知するものが知られているが、特に感圧式センサ
であると、使用時と非使用時の判別を行い易いので好ま
しい。感圧式センサを用いる場合、電子内視鏡のいずれ
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の箇所を検知エリアとするか、どの程度以上の圧力を検
知対象とするか、あるいは、使用モードから節電モード
に入るまでの待ち時間をどの程度にするかということ
は、その内視鏡の形態や予定される使用状況によって適
宜設定すればよい。例えば、使用時にユーザが把持し続
けることが前提のコードレス型内視鏡では、センサは電
子内視鏡のグリップ部に設ければよい。
【００２２】また、感圧式センサ以外の検知手段を用い
ることも可能である。例えば、体腔内に飲み下すタイプ
のカプセル型内視鏡では、使用している間（飲み込んで
から体腔外に排出される）まではユーザの手を離れてい
る。その一方、カプセル型内視鏡を使用する際には、ユ
ーザによって把持されたり体腔内への挿入されたりし
て、比較的体温に近い温度条件になる。よって、検知手
段として温度センサを用いて、内視鏡周囲が体温に近い
温度になったときに使用モードに入るように制御すると
よい。
【００２３】検知手段以外に関しても、本発明は図示実
施形態に限定されるものではない。例えば、実施形態の
電子内視鏡では、イメージセンサ以外の画像処理関係の
部材であるＡ／Ｄコンバータや、電子内視鏡と外部の画
像処理装置の間の無線通信を可能にする送受信装置など
は図示されていないが、これらを内視鏡内部に搭載した
上で前述の節電モードと使用モードを制御してもよい。
すなわち、非使用時において動作不要な電気部品に関し
ては、節電モードでパワーダウンされるように図１や図
３の撮像手段給電回路１４に組み込めばよい。なお、コ
ードレス型内視鏡やカプセル型内視鏡では、一次的な電
子画像データ記憶手段としてメモリを搭載することがあ
る。メモリは、電源を切っても記憶内容が維持されるタ
イプと、電源オフになると記憶内容も消えるタイプが知
られているが、後者を用いる場合は、節電モードではパ
ワーダウンしないような電源回路上の位置、例えば、図
１における制御手段給電回路１２上に配置して該制御手
段給電回路１２から電源供給を受けるようにすればよ
い。
【００２４】さらに、図示実施形態では示していない要
素として、任意にオンオフ可能なメインスイッチを電子
内視鏡に設けてもよい。メインスイッチがオフのとき
は、センサやマイコンユニットも完全に機能停止し、使
用状態であると検知し得る条件下であっても使用モード
には移行しない。この場合、本発明による節電モード
は、メインスイッチ切り忘れ時の電力浪費防止手段とし
て有効になる。
【００２５】また、ＤＣ／ＤＣコンバータ１６、３２、
レギュレータ２４についても、同等の機能を有するもの
であれば他の回路素子に置き換えることができることは
言うまでもない。以上の他、本発明を逸脱しない変更や
改良を加えることが可能である。
【００２６】
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【発明の効果】以上から明らかなように、本発明によれ
ば、消費電力が少なく内部電源による長時間使用が可能
な電子内視鏡が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した電子内視鏡の第１実施形態に
おける電源回路の要部を概念的に示した図である。
【図２】図１の電子内視鏡における電源管理の態様を示
すフローチャート図である。
【図３】本発明を適用した電子内視鏡の第２実施形態に
おける電源回路の要部を概念的に示した図である。
【符号の説明】 *
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*１０  電池（電源）
１２  制御手段給電回路（制御手段給電系）
１４  撮像手段給電回路（撮像手段給電系）
１６  ３２  ＤＣ／ＤＣコンバータ
１８  マイコンユニット（制御手段）
２０  クロック
２２  センサ（検知手段）
２４  レギュレータ（給電切替手段）
２６  イメージセンサ（撮像手段）
２８  キャラクタジェネレータ（文字情報付与手段）

３０  ロジックＩＣ（文字情報付与手段）
【図１】 【図２】

【図３】
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